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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，自分自身の身体部位周囲の空間でくすぐるような他者の手の動きを
観察したときに，視覚情報のみでくすぐったさが誘導されることを実験的に確認し，その生起機序を検討するこ
とであった。結果は，視覚情報入力によるくすぐったさ知覚が触覚情報入力によるくすぐったさ知覚と共通の基
盤を有する可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：The present study examined whether viewing hand movements that resemble 
tickling elicits a tickle sensation even though no part of the observer’s body is touched. We 
showed that the ticklishness was greater when participants viewed other-generated hand movements, 
compared to when they viewed self-generated hand movements. The results suggest that the visually 
induced tickle sensation involves the tactile-induced tickle sensation based on the mechanism that 
predicts the difference between self- and other-generated sensory consequences.

研究分野：実験心理学

キーワード： くすぐったさ　視触覚相互作用　身体周辺空間

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
実際には触れられていなくともくすぐるような手の動きを見るだけでくすぐったさを感じることがある。本研究
は，日常のなかで起き得る視覚から感じる触覚的な現象を複数感覚にまたがる情報処理システムの観点から検討
することによって多感覚的な知覚の仕組みの理解をより推し進めるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
私たちは他者からくすぐられるときに実際には自分自身の身体を触れられていないにもかか
わらず身体周囲の空間でくすぐるような手の動きを見るとそれだけでくすぐったく感じること
がある。通常の触覚入力にもとづくくすぐったさの場合では，たとえ同一の触覚入力であったと
しても，自分で自分をくすぐるときに感じるくすぐったさは，他者にくすぐられるときに感じる
くすぐったさと比べてくすぐったくないことが日常的にも実験的にもよく知られている。 
これまでの研究は，このくすぐったさの差異が自分自身の運動による感覚の結果と外部から
得た感覚の結果を区別する内部モデルにもとづくことを示唆している。自分で自分をくすぐっ
てもくすぐったくないように，自分自身の運動に由来して感覚は外部から得た感覚よりも減衰
して知覚される。この知覚の減衰は，触覚だけでなく視覚や聴覚でも同じように生じることが報
告されている。 
 
２．研究の目的 
 
そこで本研究では，くすぐったい感覚が触覚情報からだけでなく視覚情報からでも誘発され
るかどうかを確認し，その視覚的に誘導されるくすぐったさの知覚的な機序を自他の区別に用
いられる内部モデルと身体周辺空間（peripersonal space）におけるクロスモーダルな情報処理
の観点から検討する。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では，健康な学生を対象として心理物理学的な手法で触覚および視覚によるくすぐっ
たさを計測する実験を実施した。 
実験参加者の課題は，自身の左膝あるいはその周囲に呈示される参加者自身（自己）あるいは
実験者（他者）の右手指の開閉運動を約 12 秒のあいだ観察したのちに，そのくすぐったさの強
度を 0（全くくすぐったくない）から 10（最もくすぐったい）の尺度で評価することであった。
参加者は自身の左膝から 0，＜5，5－10，10－15，15－20 cm の距離に呈示さる自身あるいは実
験者の手指の開閉運動を観察した（0 cm 条件は手と膝が接触し，＜5，5－10，10－15，15－20 
cm 条件は手と膝は接触しない）。自己運動条件では，参加者は 45bpm のメトロノーム音に合わせ
て約 1.3 秒に１回右手指を開閉した。他者運動条件では，参加者は自己運動条件と同じように実
験者が開閉する手指を観察した。 
 

図１．(a)自己運動条件。(b)他者運動条件。(c)手指の開閉運動。 
 
 
４．研究成果 
 
実験の結果，参加者は実際に自身の膝に手が接触したとき（0 cm 条件）にくすぐったさを最
も高く評価した。そのくすぐったさの評定値は，従来の研究と同様に他者にくすぐられる条件
（他者運動条件）よりも自分で自分をくすぐる条件（自己運動条件）で低下した。参加者はくす
ぐるような手の開閉運動を観察すると，手の開閉運動が参加者自身の身体の遠くの空間に呈示
されたときよりも近くの空間（身体周辺空間）に呈示されたときにくすぐったさを高く評定した。
この結果は，視覚誘導性のくすぐったさが身体周辺空間で符号化されて生じる視触覚相互作用
によるものであることを示唆する。 
視覚誘導性のくすぐったさは，身体周辺の空間において，参加者が自分自身の手の開閉運動を
観察したときには生じなかったが，参加者が他者の手の開閉運動を観察したときには生起した。
この視覚誘導性のくすぐったさは，参加者が自分で自分をくすぐってもくすぐったく感じない
が，参加者が他者にくすぐられるとくすぐったく感じるという触覚にもとづくくすぐったさと
同じ傾向を示した。さらに，実際に触れられることへの予期がくすぐったさを生じさるかどうか
を確認するために，接触条件のみが実施されない実験と手と膝の間に遮蔽物（透明なアクリルボ
ード）が設置される実験を行った。これらの実験結果は，手と膝の接触条件がない実験でも，手
と膝の間にアクリルボードがある実験でも，手が参加者の膝に近ければ近いほどくすぐったさ
の評定値が高くなることを示した。 
これらの実験結果を総合すると，身体周辺空間において生起する視覚誘導性のくすぐったさ



は，単純な反応バイアスや心的イメージというよりも，触覚にもとづくくすぐったさと共通の機
序を基礎にする可能性があると考えられる。 
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